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審 査 の 結 果 の 要 旨
　東南アジアはショウガ科植物の起源地と考えられているが，ミャンマーにおいて遺伝資源の研究例はなく，
実態は未知である。当該論文は，ショウガ科遺伝資源について遺伝的多様性の存在の確認と特異性を調査し
た研究である。SSRマーカー等研究資源の不備な状況を開拓し，遺伝的多様性測定の為の descriptorや DNA
マーカーの検討と推奨を当該研究で行った。これらにより，ミャンマーでのショウガ科植物の遺伝的多様性
の独自性をしめした。多様性の範囲，利用の可能性について検討し，今後の展開が期待され，論文は独自性
が高く充実したものであると考えられる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
